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内容の要旨および審査の結果の要旨
細菌性眼内炎の治療では全身投与による抗微生物剤の眼内移行率が低いので,抗微生物剤の硝子体内注
入や抗微生物剤を添加した瀧流液を使用した硝子体切除術が行なわれるようになってきた。しかし硝子体
内に抗微生物剤を投与する治療法において選択すべき抗微生物剤の種類と至適濃度は未だ確立されていな
い。著者はシロウサギ摘出眼杯の網膜電図のａ波，ｂ波および律動様小波（OPS）を指標とし，硫酸ネチ
ルマイシン（NTL),硫酸アミカシン（ＡＭＫ)，トブラマイシン（TOB)，ピペラシリンナトリウム（PIP
O)，セフォペラゾンナトリウム（CPZ)，オフロキサシン（ＯＦＬＸ)，ノルフロキサシン（NFLＸ）および
ホスホマイシンナトリウム（FOM）が網膜におよぼす影響を検討した。
NTL300JuMAMK300"Ｍ,TOB100JuM,PIPC500似Ｍ,OPZ300luM,OFLX100JuM,NFLX
25ノリＭ,ＦＯＭ６ｍＭではａ波，ｂ波およびOPSは有意には変化しなかった。ＮＴＬ５００〃Ｍ，800’Ｍお
よび1400JUMではｂ波およびＯＰＳの振幅は低下した。ＮＴＬ１４００ｌＵＭではＯＰＳの頂点潜時は延長した。
ＡＭＫ500’Ｍおよび800’Ｍではｂ波の振幅は低下し，その頂点潜時は延長し，ＯＰＳの振幅は低下した。
TOB300匹Ｍおよび500座Ｍではｂ彼およびOPSの振幅は低下した。PIPＣ１．０，ＭではOPSの振幅は低下
した。ＰＩＰＣ３０ｍＭではｂ波およびOPSの振幅は低下し，ＯＰＳの頂点潜時は延長した。ＣＰＺ５００〃Ｍで
はＯＰＳの振幅は低下し,その頂点潜時も延長した。ＣＰＺ１０ｍＭおよびａＯｍＭではｂ波およびOPSの振幅
は低下し，ＯＰＳの頂点潜時は延長した。OFLX300〃ＭではOPSの振幅は低下した。OFLX500必Ｍでは
ｂ波およびOPSの振幅は低下した。NFLX50JUMではOPSの振幅は低下した。ＮＦＬＸ３００ａＭではｂ波
の振幅は増大し，ＯＰＳの振幅は低下した。ＦＯＭ９０ｍＭではｂ波の振幅は低下し，その頂点潜時は延長し，
OPSの振幅は低下した。ＦＯＭ１２ｍＭではｂ波およびOPSの振幅は低下し，それらの頂点潜時は延長した。
以上の変化は可逆的であった。
本研究は細菌性眼内炎の治療の目的で硝子体内に投与すべき抗微生物剤の種類の選択と至適濃度を決定
したものであり，眼病治療学に寄与する論文と評価された。
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